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.ja-hakusan.jp/（農）井関生産組合では、地元産のもち米「白山もち」を使用したかきもち作り

が最盛期を迎えた。寒の時期に毎年地元の小学生、園児の見学を受け入れて
おり、組合員の協力の元編み上げ体験を通じて地域の伝統を次世代へつなぐ
役目を担っている。

表紙の写真

特 集
（平成29年12月末実績参考）

組合員数  6,938名（団体含）

貯金残高 70,936百万円
貸出金残高 16,657百万円
長期共済保有高 2,143.8億円
購買品供給高 1,651,397千円
販売品取扱高 1,046,634千円
職員数（パート除く） 140名

私たちの 無料税務相談会
■ 開催日時

当JA顧問税理士
福田　正寛

■ 開催場所

お問い合わせ・お申込先（担当／総務課 小坂）

お申込み順に受け付けております。

FAX 273-0690T E L 272-3333
e-mail  soumu@hakusan.is-ja.jp

平成 30 年 2 月 23 日（金）
平成 30 年 3 月 8 日（木）
午前9時～12時（基本30分単位）

JA 白山  本店

要予約

かき餅編みに挑戦
（蝶屋小学校5年生）

平成30年度営農事業方針
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●あなたの老後生活への備えは十分ですか？
●年金は家族一人ひとりについて準備することが大切です。
●老後の備えは国民年金プラス農業者年金が基本です。

●積立方式・確定拠出型の年金です。制度発足以降15年間の運用利回りは、年率で＋2.77％です。
　運用益は非課税で年金原資として積上がります。
●保険料の全額社会保険料控除の税制優遇措置もあります！

農業者年金の保険料は2万円から6万7千円まで（千円単位で）加入者が自由に選択できます。また、保険料の額はいつでも見直し
できます。
●終身年金です。80歳までにお亡くなりになった場合、死亡一時金があります。

●納められた保険料につきましては、途中で脱退されても脱退一時金はありません。将来、年金として支給されます。
●脱退された方も、加入要件を満たせばいつでも再加入できます。

農業者老齢年金は、原則65歳から生涯受け取ることができます。（60歳からの繰上げ受給も可能です。）
仮に80歳前に亡くなられた場合でも、80歳までに受け取れるはずであった農業者老齢年金の額の現在価値に相当する額を、ご遺族

（死亡者の死亡当時に同一生計であった、配偶者、子、父母、孫、祖父母又は兄弟姉妹の順位）に死亡一時金として支給されます。

農業者年金 へは…

の方ならどなたでも加入できます。

国民年金第1号
被保険者 年間60日以上

農業従事 60歳未満
国民年金保険料

納付免除者を除く

保険料控除分の節税額（所得税・住民税）
支払った保険料は全額社会保険料控除の対象となります

 

課税対象所得

195万円以下

195万円超
330万円以下
330万円超
695万円以下

税率

15.1%

20.2%

30.4%

7万2千円

9万7千円

14万7千円

12万1千円

16万2千円

24万5千円

保険料月額4万円
（年額48万円）の場合

保険料月額6万7千円
（年額80万4千円）の場合

※保険料支払分で控除される所得税＋個人住民税の額の試算です。保険料支払後も保険料
　支払前と適用される税率に変更がないものとして試算しています。

税制面で大きな優遇措置があります税制面で大きな優遇措置があります

農業者年金で生涯所得の確保を！農業者年金で生涯所得の確保を！
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JA白山平成30年度 営農事業方針
　第11回理事会において、平成30年度の営農事業方針を決定いたしました。JA白山では、

「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」「地域の活性化」の３つの基本目標を基軸に自己改革を
加速させてまいります。

　JA白山の地域特性を生かした農地の有効利用や園芸振興による農業経営の複合化により、地域農業
の活性化と農業生産の拡大及び農業者の所得増大を図る。尚、今年度より国による米の生産数量
目標配分や米の直接支払交付金（7,500円/10a）が廃止される中、米の価格維持に向けて生産者・
JA・行政が連携し需要に応じた生産調整が不可欠であり、今後は県活性化協議会が提示する生産
基準数量の達成を図る。

基 本 方 針

１．水田フル活用による生産拡大と補助政策を最大限生かした所得増大
（１）需要に応じた米、麦、大豆、そばの計画生産

① 主食用米はコシヒカリ、ゆめみづほを中心に、酒米、もち米等は需要に応じた生産を行い、生産
　 調整率32.2%を達成する。
　　・主食用米　1,033ha
② 大豆、麦、そばの生産
　　・大豆80ha（全面積の5.4%）、麦19ha（同1.2%）、そば30ha（同2%）
③ 制度米の加工用米・政府備蓄米・輸出米・飼料用米の生産
　　・制度米 100ha（全面積の6.7%）
④ 転作物（大豆・麦・そば）の団地化による作業効率向上と経営改善
⑤ 蝶屋・鶴来地区での米、麦、大豆の２年３作体系による生産拡大と所得確保の検討・実施
　（H31年の目標面積　大豆100ha,麦50ha）

（２）きれい・うまい・安全・安心な白山米の生産と有利販売の拡大
① １等米比率90％以上、玄米タンパク含有率6.5以下の米の生産
② 品種別作付面積の確保と契約栽培米及び直売米の拡大
　　・品種別作付面積　コシヒカリ750ha、ゆめみづほ130ha、五百万石90ha、
　　　ひゃくまん穀34ha、その他29ha
　　・契約栽培米11,600俵（コシヒカリ8,500俵、比咩の米 800俵、もち米2,300俵）
　　・直売米16,650俵（コシヒカリ 14,000俵、ゆめみづほ2,600俵、もち米50俵）

（３）優良種子産地の維持確保
① 県内優良種子産地として契約栽培量の確保と生産者育成
② 栽培技術励行による品質と種子採用率の向上による所得増大

２．複合経営（水稲＋園芸）の拡大と販売力強化
（１）園芸販売高1.8億円の達成

園芸拡大５カ年計画の３年目となり、当初計画に基づく産地化の育成と所得増大

（２）園芸作物の周年栽培による出荷量拡大
① ハウス園芸の周年栽培による生産拡大
　 園芸ハウス設置（３ヵ年30棟目標）と作付体系提案
② 主要園芸品目の有利販売と販路拡大のため、仲卸・流通業者との連携及び系統流通、加工業者へ
　 の販売強化
③ そば＋カボチャ等の作付による生産拡大

（３）直売所「よらんかいねぇ広場」道の駅「めぐみ白山」での販売拡充
① 産直取扱高の拡大　平成30年度産直品販売高目標 2.5億円
　 H29実績見込み　2.2億円（内１号会員販売割合　55％）
② 産直会員の販売拡大
　 平成30年目標　300万円以上の生産者3名、200万円以上の生産者10名
　　　　　　　　  100万円以上の生産者25名　
③ 産直会員の拡大　H30　目標390名（1号会員250名　 2号会員140名）
　 ※家庭菜園耕作者や定年退職者への働きかけ
④ 中山間地農業活性化のため山菜・花卉等の生産拡大を推進
⑤ ハウス利用による通年栽培と不足野菜の生産拡大
　 新設や水稲育苗後のハウス利用による通年栽培や水耕栽培（うぃずOne等）、果樹栽培での
　 希少・不足野菜出荷・冬季出荷での所得増大
⑥ 地場産品を活用した加工品の拡大
　 地元産品を活用した惣菜、スィーツ、発酵食品、もち類、パン類、漬物等の商品開発

大　豆

試　算 （10aあたり）

麦
180kg
反　収

425kg
35,000円
産地交付金

15,000円
＠9,040円/60kg

直接支払交付金（ゲタ対策）

＠5,690円/50kg
27,120円
48,365円

62,120円
合　計

63,365円

平成30年度 品目別地域作付目標面積

品目別販売計画及び実績（直売所含む）

（ha）

（万円）

蝶屋地区

ブロッコリー
ネ　ギ
丸いも
カボチャ
ニンジン
花　卉
菌茸類

計

つるぎ地区
手取地区

計
H29実績

ブロッコリー ネ　ギ 丸いも ニンジン カボチャ
0.5 3.2 0.3

16.0 1.8 1.1 0.4
8.6 1.1 1.8 1.0

25.1 5.0 2.2 1.8 1.7
22.0

H29 計画
5,100
2,070

780
300
600
850
800

10,500

H29 見込
3,879
1,624

418
127
250

1,891
1,041
9,230

H30 計画
5,940
3,470

970
400
700
900
900

13,280

H31
6,770
5,540
1,200

500
800
950

1,000
16,760

H32
7,260
6,000
1,510

500
800

1,000
1,000

18,070

4.0 2.2 1.5 0.8
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組合員アンケート調査ご協力のお願い JA白山

３．地域農業の維持強化と共同利用施設の機能強化
（１）農産物の安全確保と品質向上

生産履歴と生産工程管理（GAP）等の取り組みによる安全な農産物の出荷

（２）省力、低コスト農業への対策
① 肥料・農薬等の予約率向上と農家直送による生産費引下げ
② 肥料の年間大口利用値引きの実施によるコスト削減
③ 大型農機、園芸用農機・資材購入費助成によるコスト低減対策
④ 直播栽培の推進を図るとともに、高密度育苗やITを活用した新技術の
　 研究及び試験的実施

　日々変化する社会環境の中、JA組合員の生活変化、ニーズの多様化をはじめ、地域
農業の環境も大きく変わってきました。このような中、近年、当JAでは農産物直売所
「よらんかいねぇ広場」の新設をはじめとする様々な事業で、地域農業の振興と地域の
活性化による豊かな社会づくりに取り組んでまいりました。
　今日のJAの取り組みが組合員の皆さまにどの様に思われているか、また、地域に
とって必要とされるJAであり続けるためにどうあるべきか等について、この度、全国
一斉に実施されるJA自己改革の組合員アンケートを当JAでも実施することにいたし
ました。
　組合員の皆さまからいただいたご意見が、今後のJA事業のあり方において大変重要に
なりますので、何卒ご協力いただきますようお願いいたします。

（３）担い手の全国募集と育成支援
若手就農者の募集及び新規就農者の育成支援
マスメディア等の活用による募集と行政と連携した各面での支援

（４）圃場整備事業の推進
農業の大規模化に向けた水田の大区画化、用排水路整備事業を関係機関と協議連携し推進

（５）共同利用施設の改善・整備の検討・実施
① 育苗センターの統廃合を次期３ヵ年計画（H31～）で検討・実施
② 米乾燥施設の改修
　 　２年３作体系に対応できるライスセンター（生産拡大実施地区）の改修検討（次期３ヵ年計画）
③ 米乾燥調製施設の大口利用対策拡大によるコスト削減への寄与
　 　大口利用対策のランク別奨励の強化及び保有米手数料（袋代、作業賃、180円/30kg（税込））の
　 改定と保有米自己取りの統一
④ 地域農業者と一体となった農業施設運営の検討・実施
　 　大豆、そば施設の調製、刈取作業等への生産者応援

（６）JA出資型法人㈲アグリサポート白山の取り組み強化
① 地域農業維持に向けた生産支援
　 　農業生産の拡大と農作業、人材支援
② 新規就農者、担い手の育成・指導支援

４．食農教育と地産地消の推進
（１）食農教育活動の実践及び地産地消の推進

体験農園、出前授業、よい食プロジェクトの継続と学校給食への食材供給による地産地消の継続

第
11
回
理
事
会

日
時
／
平
成
30
年
1
月
26
日（
金
） 

午
後
１
時
30
分
〜

理
事
会
だ
よ
り

審
議
事
項

第
１
号
議
案
　
平
成
30
年
度
営
農
事
業
方

針（
案
）に
つ
い
て

　
　
平
成
30
年
度
の
営
農
事
業
方
針
に
つ

い
て
審
議
し
可
決
し
ま
し
た
。
詳
細

は
本
誌
２
〜
４
ペ
ー
ジ
に
記
載
し
て

お
り
ま
す
。

第
２
号
議
案
　
現
場
専
門
職
の
対
象
部
署

追
加
と
人
事
規
程
の一部
改
定
に
つ
い
て

　
　
現
場
専
門
職
を
選
択
で
き
る
対
象
部

署
に
営
農
経
済
部
を
追
加
す
る
た
め
、

人
事
規
程
の
一
部
改
定
に
つ
い
て
審

議
し
可
決
し
ま
し
た
。

第
３
号
議
案
　
生
乳
受
託
販
売
業
務
規
程

の
新
設
お
よ
び
生
乳
受
託
規
程
の
廃
止

に
つ
い
て

　
畜
産
経
営
安
定
法
の
改
正
に
対
応
す

る
た
め
生
乳
受
託
販
売
業
務
規
程
の

新
設
お
よ
び
生
乳
受
託
規
程
の
廃
止

に
つ
い
て
審
議
し
可
決
し
ま
し
た
。

第
４
号
議
案
　
出
資
口
数
の
変
動
に
つ
い
て

　
出
資
減
口
の
申
し
出
が
あ
っ
た
組
合

員
１
名
に
つ
い
て
審
議
し
可
決
し
ま

し
た
。

報
告
事
項

１
　
平
成
29
年
12
月
末
事
業
実
績
に
つ

い
て

２
　
平
成
29
年
度
第
３
四
半
期
自
店
検
査

結
果
に
つ
い
て

３
　
平
成
29
年
度
（
４
〜
12
月
）
有
価
証

券
運
用
実
績
に
つ
い
て

４
　
平
成
29
年
度
第
４
四
半
期
余
裕
金
運

用
方
針
に
つ
い
て

５
　
平
成
29
年
度
第
３
四
半
期
苦
情
等
の

受
付
対
応
処
理
状
況
に
つ
い
て

６
　
平
成
29
年
度
第
３
四
半
期
事
務
ミ
ス

等
の
発
生
状
況
に
つ
い
て

７
　
平
成
29
年
度
第
３
四
半
期
反
社
会

的
勢
力
等
に
か
か
る
対
応
状
況
に

つ
い
て

８
　
平
成
29
年
度
第
３
四
半
期
組
合
員
数

に
つ
い
て

９
　
支
店
運
営
委
員
及
び
総
代
と
の
意
見

交
換
会
の
報
告
に
つ
い
て

10
　
地
区
別
営
農
座
談
会
日
程
に
つ
い
て

11
　
平
成
31
年
度
職
員
採
用
方
針
に
つ

い
て

12
　
Ｊ
Ａ
自
己
改
革
に
関
す
る
組
合
員
調

査
（
全
Ｊ
Ａ
事
前
試
行
調
査
）
の
実

施
に
つ
い
て

13
　
そ
の
他

こ
れ
ら
13
項
目
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

組合員の皆さまへ

調
査
方
法

〈対象者数〉
組合員　1,000名

〈実 施 日〉
3月1日～16日

〈集計・分析〉

対象者は無作為
抽出による。

職員がお伺いします。
石川県中央会が
行います。

04Public Relations Magazine JAだより　平成30年2月発行05 Public Relations Magazine JAだより　平成30年2月発行



組合員アンケート調査ご協力のお願い JA白山
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マスメディア等の活用による募集と行政と連携した各面での支援
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農業の大規模化に向けた水田の大区画化、用排水路整備事業を関係機関と協議連携し推進

（５）共同利用施設の改善・整備の検討・実施
① 育苗センターの統廃合を次期３ヵ年計画（H31～）で検討・実施
② 米乾燥施設の改修
　 　２年３作体系に対応できるライスセンター（生産拡大実施地区）の改修検討（次期３ヵ年計画）
③ 米乾燥調製施設の大口利用対策拡大によるコスト削減への寄与
　 　大口利用対策のランク別奨励の強化及び保有米手数料（袋代、作業賃、180円/30kg（税込））の
　 改定と保有米自己取りの統一
④ 地域農業者と一体となった農業施設運営の検討・実施
　 　大豆、そば施設の調製、刈取作業等への生産者応援

（６）JA出資型法人㈲アグリサポート白山の取り組み強化
① 地域農業維持に向けた生産支援
　 　農業生産の拡大と農作業、人材支援
② 新規就農者、担い手の育成・指導支援

４．食農教育と地産地消の推進
（１）食農教育活動の実践及び地産地消の推進

体験農園、出前授業、よい食プロジェクトの継続と学校給食への食材供給による地産地消の継続
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地域
 活性
地域
 活性

　
１
月
４
日
、「
ピ
ノ
キ
オ
ク
ラ
ブ
」
の
児
童

12
名
が
、
食
育
活
動
で
体
験
し
た
「
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
の
定
植
か
ら
収
穫
ま
で
」
の
フ
ォ
ト
ブ
ッ
ク

と
寄
せ
書
き
を
手
作
り
し
届
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ピ
ノ
キ
オ
ク
ラ
ブ
で
は
食
農
教
育
活
動
の
一
環

と
し
て
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
推
進
し
て
い
る

「
よ
い
食
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
毎
年
積
極
的
に

参
加
し
、
食
と
農
の
学
習
を
は
じ
め
、
子
ど
も

た
ち
の
「
心
の
教
育
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
新
た
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
収
穫
体
験

に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。

　日本テレビの人気番組「はじめてのおつかい！
爆笑！２０１８年大冒険スペシャル」（平成30年１月
８日放送）で、白山市在住の実緒ちゃん（撮影当時
３歳）が当ＪＡ農産物直売所「よらんかいねぇ広場」
へのおつかいに奮闘する姿が放映されました。
　地元食材にこだわるお母さんに頼まれて、一
生懸命おつかいする姿に涙された方も多かっ
たのではないでしょうか。
　放映されて以降HPへのアクセスが多くあ
り、その反響の大きさに大変うれしく思って
おります。これからも地産地消を推進する店
舗として、地元
の皆さまに愛さ
れる店舗となる
ようスタッフ一同
精進してまいり
ます。

生
き
た
食
農
教
育
を
通
じ
て

　明
光
小
学
校
学
童
ク
ラ
ブ

　「ピ
ノ
キ
オ
ク
ラ
ブ
」

　
１
月
18
日
、
白
山
市
立
蝶
屋
小
学
校
の

５
年
生
65
名
が
、
地
元
特
産
品
の
か
き
餅
編

み
体
験
と
か
き
餅
作
り
の
見
学
を
し
ま
し
た
。

手
取
自
然
農
法
の
会
西
田
勉
さ
ん
が
中
心
と

な
っ
て
毎
年
行
っ
て
い
る
、「
い
し
か
わ
田

ん
ぼ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
で
す
。

　
教
室
で
は
西
田
さ
ん
と
手
取
健
老
会
の

方
の
指
導
の
も
と
、
３
本
の
ビ
ニ
ー
ル
ひ
も

を
使
っ
て
器
用
に
編
み
込
み
ま
し
た
。
作
業

工
程
の
見
学
に（
農
）井
関
生
産
組
合
を
訪
れ
、

12
種
類
も
の
色
か
ら
な
る
、
鮮
や
か
に
広

が
る
か
き
餅
の
カ
ー
テ
ン
に
感
動
の
声
が
あ

が
っ
て
い
ま
し
た
。

伝
統
か
き
餅
編
み
体
験

　蝶
屋
小
学
校

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
石
川
で
は
、
県
産
米
の

消
費
拡
大
を
目
的
と
し
て
、
毎
月
２
日
を

『
お
に
ぎ
り
の
日
』
と
定
め
、
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
通
じ
て
広
く
県
民
に
周
知
す
る
と

と
も
に
、
石
川
県
産
米
の
フ
ァ
ン
拡
大
を

は
か
る
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
２
月
２
日
は
、
白
山
市
立
白
嶺
中
学
校

を
訪
問
し
、
放
課
後
部
活
動
に
励
む
生
徒

40
人
に
、
下
白
峰
支
店
長
が
「
ひ
ゃ
く
ま

ん
穀
」
の
お
に
ぎ
り
と
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
生
徒
を
代
表
し

て
吉
本
悠
真
さ
ん
、
益
山
紗
智
さ
ん
が
受

け
取
り
、
お
礼
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。

次
回
は
鶴
来
中
学

校
を
訪
問
し
ま
す
。

全員揃って記念撮影（白嶺中学校のみなさん）

地域
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部
活
動
応
援
し
ま
す
。

　
　〜 

お
に
ぎ
り
無
料
配
布

2017  ＪＡ白山 みんなのよい食プロジェクト

鳥
越
小
学
校

　親
子
で
み
そ
造
り

　
１
月
16
日
、
白
山
市
立
鳥
越
小
学
校
６
年
生
の

親
子
36
名
は
、
講
師
に
女
性
部
つ
る
ぎ
支
部
北
村

静
江
さ
ん
を
む
か
え
み
そ
造
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
４
班
に
分
か
れ
た
児
童
た
ち
は
、
管
内
で
生
産

さ
れ
た
大
豆
「
里
の
ほ
ほ
え
み
」
を
電
動
ミ
ン

サ
ー
で
す
り
つ
ぶ
し
、
塩
と
こ
う
じ
を
混
ぜ
合
わ

せ
、
お
に
ぎ
り
の
よ
う
に
丸
く
握
っ
た
「
み
そ
だ

ん
ご
」
を
作
り
、
そ
れ
を
空
気
が
入
ら
な
い
よ
う

お
も
い
き
り
お
け
に
投
げ
入
れ
て
、
最
後
に
「
お

い
し
く
な
〜
れ
」
と
魔
法
の
言
葉
を
か
け
ま
し
た
。

　
初
め
て
み
そ
造
り
を
体
験
し
た
保
護
者
か
ら
は
、

｢

地
元
の
農
産
物
に
触
れ
て
、
実
際
に
造
り
方
を

深
く
知
る
こ
と
が
で
き
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

も
身
近
な
食
を
見
つ
め
る
よ
い
機
会
に
な
り
ま
し

た｣

と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
作
っ
た
み
そ
は
各
自
家
庭
で
保
存
し
、

12
月
頃
に
食
べ
ご
ろ
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
こ
の
様
子
は
、（
一
社
）
家
の
光
協
会
が

発
行
す
る
月
刊
誌「
家
の
光
」４
月
号（
３
／
１
発

売
）で「
元
気
な
地
域
づ
く
り
」と
し
て
紹
介
さ
れ

る
予
定
で
す
。

指導にあたる
北村静江さん

　
「
い
の
ち
・
自
然
・
食
べ
物
・
健
康
・
農

業
」
の
大
切
さ
を
小
学
生
に
伝
え
、
思
い
や

り
と
助
け
合
い
の
精
神
を
育
む
雑
誌
。

　
子
ど
も
た
ち
の
好
奇
心
・
探
究
心
・
創
造

力
を
喚
起
す
る
、
元
気
で
楽
し
い
紙
面
に

な
っ
て
い
ま
す
。

（
公
社
）
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
推
薦

　
定
価
４
８
３
円

食
農
教
育
を
す
す
め
る

　子
ど
も
向
け
雑
誌

ちゃぐりん
普通月号
付録月号（1・4・8号）
1年間（12か月）

定　価
483円
565円
6,042円

　
「
家
の
光
」は
、〝
協
同
の
こ
こ
ろ
〞を
家
庭

で
は
ぐ
く
む
雑
誌
と
し
て
、
１
９
２
５
年
に

創
刊
さ
れ
た
、
ご
家
族
み
ん
な
で
楽
し
く
読

め
る
総
合
家
庭
雑
誌
で
す
。
読
者
参
加
型
の

紙
面
づ
く
り
を
大
切
に
し
、
感
動
読
み
物
、

時
事
問
題
、
料
理
、
健
康
、
子
育
て
、
高
齢
者

介
護
や
農
業
、
家
庭
園
芸
な
ど
、「
得
す
る
、

役
に
立
つ
、
元
気
が
出
る
」記
事
が
満
載
で
す
。

　
定
価
６
１
７
円

家の光
普通月号
付録月号（1・4・5・7・9号）
付録月号（家計簿12月号）
1年間（12か月）

定　価
617円
906円
1,008円
9,240円 ピノキオクラブのみなさんと一緒に

「よらんかいねぇ広場」で買い物
※2月に撮影したお買物の様子

全国
デビュー！？

「よらんかいねぇ広場」で
おかいものしました

「よらんかいねぇ広場」で
おかいものしました
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１
月
４
日
、「
ピ
ノ
キ
オ
ク
ラ
ブ
」
の
児
童

12
名
が
、
食
育
活
動
で
体
験
し
た
「
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
の
定
植
か
ら
収
穫
ま
で
」
の
フ
ォ
ト
ブ
ッ
ク

と
寄
せ
書
き
を
手
作
り
し
届
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ピ
ノ
キ
オ
ク
ラ
ブ
で
は
食
農
教
育
活
動
の
一
環

と
し
て
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
推
進
し
て
い
る

「
よ
い
食
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
毎
年
積
極
的
に

参
加
し
、
食
と
農
の
学
習
を
は
じ
め
、
子
ど
も

た
ち
の
「
心
の
教
育
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
新
た
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
収
穫
体
験

に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。

　日本テレビの人気番組「はじめてのおつかい！
爆笑！２０１８年大冒険スペシャル」（平成30年１月
８日放送）で、白山市在住の実緒ちゃん（撮影当時
３歳）が当ＪＡ農産物直売所「よらんかいねぇ広場」
へのおつかいに奮闘する姿が放映されました。
　地元食材にこだわるお母さんに頼まれて、一
生懸命おつかいする姿に涙された方も多かっ
たのではないでしょうか。
　放映されて以降HPへのアクセスが多くあ
り、その反響の大きさに大変うれしく思って
おります。これからも地産地消を推進する店
舗として、地元
の皆さまに愛さ
れる店舗となる
ようスタッフ一同
精進してまいり
ます。

生
き
た
食
農
教
育
を
通
じ
て

　明
光
小
学
校
学
童
ク
ラ
ブ

　「ピ
ノ
キ
オ
ク
ラ
ブ
」

　
１
月
18
日
、
白
山
市
立
蝶
屋
小
学
校
の

５
年
生
65
名
が
、
地
元
特
産
品
の
か
き
餅
編

み
体
験
と
か
き
餅
作
り
の
見
学
を
し
ま
し
た
。

手
取
自
然
農
法
の
会
西
田
勉
さ
ん
が
中
心
と

な
っ
て
毎
年
行
っ
て
い
る
、「
い
し
か
わ
田

ん
ぼ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
で
す
。

　
教
室
で
は
西
田
さ
ん
と
手
取
健
老
会
の

方
の
指
導
の
も
と
、
３
本
の
ビ
ニ
ー
ル
ひ
も

を
使
っ
て
器
用
に
編
み
込
み
ま
し
た
。
作
業

工
程
の
見
学
に（
農
）井
関
生
産
組
合
を
訪
れ
、

12
種
類
も
の
色
か
ら
な
る
、
鮮
や
か
に
広

が
る
か
き
餅
の
カ
ー
テ
ン
に
感
動
の
声
が
あ

が
っ
て
い
ま
し
た
。

伝
統
か
き
餅
編
み
体
験

　蝶
屋
小
学
校

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
石
川
で
は
、
県
産
米
の

消
費
拡
大
を
目
的
と
し
て
、
毎
月
２
日
を

『
お
に
ぎ
り
の
日
』
と
定
め
、
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
通
じ
て
広
く
県
民
に
周
知
す
る
と

と
も
に
、
石
川
県
産
米
の
フ
ァ
ン
拡
大
を

は
か
る
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
２
月
２
日
は
、
白
山
市
立
白
嶺
中
学
校

を
訪
問
し
、
放
課
後
部
活
動
に
励
む
生
徒

40
人
に
、
下
白
峰
支
店
長
が
「
ひ
ゃ
く
ま

ん
穀
」
の
お
に
ぎ
り
と
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
生
徒
を
代
表
し

て
吉
本
悠
真
さ
ん
、
益
山
紗
智
さ
ん
が
受

け
取
り
、
お
礼
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。

次
回
は
鶴
来
中
学

校
を
訪
問
し
ま
す
。

全員揃って記念撮影（白嶺中学校のみなさん）
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部
活
動
応
援
し
ま
す
。

　
　〜 

お
に
ぎ
り
無
料
配
布

2017  ＪＡ白山 みんなのよい食プロジェクト

鳥
越
小
学
校

　親
子
で
み
そ
造
り

　
１
月
16
日
、
白
山
市
立
鳥
越
小
学
校
６
年
生
の

親
子
36
名
は
、
講
師
に
女
性
部
つ
る
ぎ
支
部
北
村

静
江
さ
ん
を
む
か
え
み
そ
造
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
４
班
に
分
か
れ
た
児
童
た
ち
は
、
管
内
で
生
産

さ
れ
た
大
豆
「
里
の
ほ
ほ
え
み
」
を
電
動
ミ
ン

サ
ー
で
す
り
つ
ぶ
し
、
塩
と
こ
う
じ
を
混
ぜ
合
わ

せ
、
お
に
ぎ
り
の
よ
う
に
丸
く
握
っ
た
「
み
そ
だ

ん
ご
」
を
作
り
、
そ
れ
を
空
気
が
入
ら
な
い
よ
う

お
も
い
き
り
お
け
に
投
げ
入
れ
て
、
最
後
に
「
お

い
し
く
な
〜
れ
」
と
魔
法
の
言
葉
を
か
け
ま
し
た
。

　
初
め
て
み
そ
造
り
を
体
験
し
た
保
護
者
か
ら
は
、

｢
地
元
の
農
産
物
に
触
れ
て
、
実
際
に
造
り
方
を

深
く
知
る
こ
と
が
で
き
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

も
身
近
な
食
を
見
つ
め
る
よ
い
機
会
に
な
り
ま
し

た｣

と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
作
っ
た
み
そ
は
各
自
家
庭
で
保
存
し
、

12
月
頃
に
食
べ
ご
ろ
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
こ
の
様
子
は
、（
一
社
）
家
の
光
協
会
が

発
行
す
る
月
刊
誌「
家
の
光
」４
月
号（
３
／
１
発

売
）で「
元
気
な
地
域
づ
く
り
」と
し
て
紹
介
さ
れ

る
予
定
で
す
。

指導にあたる
北村静江さん

　
「
い
の
ち
・
自
然
・
食
べ
物
・
健
康
・
農

業
」
の
大
切
さ
を
小
学
生
に
伝
え
、
思
い
や

り
と
助
け
合
い
の
精
神
を
育
む
雑
誌
。

　
子
ど
も
た
ち
の
好
奇
心
・
探
究
心
・
創
造

力
を
喚
起
す
る
、
元
気
で
楽
し
い
紙
面
に

な
っ
て
い
ま
す
。

（
公
社
）
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
推
薦

　
定
価
４
８
３
円

食
農
教
育
を
す
す
め
る

　子
ど
も
向
け
雑
誌

ちゃぐりん
普通月号
付録月号（1・4・8号）
1年間（12か月）

定　価
483円
565円
6,042円

　
「
家
の
光
」は
、〝
協
同
の
こ
こ
ろ
〞を
家
庭

で
は
ぐ
く
む
雑
誌
と
し
て
、
１
９
２
５
年
に

創
刊
さ
れ
た
、
ご
家
族
み
ん
な
で
楽
し
く
読

め
る
総
合
家
庭
雑
誌
で
す
。
読
者
参
加
型
の

紙
面
づ
く
り
を
大
切
に
し
、
感
動
読
み
物
、

時
事
問
題
、
料
理
、
健
康
、
子
育
て
、
高
齢
者

介
護
や
農
業
、
家
庭
園
芸
な
ど
、「
得
す
る
、

役
に
立
つ
、
元
気
が
出
る
」記
事
が
満
載
で
す
。

　
定
価
６
１
７
円

家の光
普通月号
付録月号（1・4・5・7・9号）
付録月号（家計簿12月号）
1年間（12か月）

定　価
617円
906円
1,008円
9,240円 ピノキオクラブのみなさんと一緒に

「よらんかいねぇ広場」で買い物
※2月に撮影したお買物の様子

全国
デビュー！？

「よらんかいねぇ広場」で
おかいものしました

「よらんかいねぇ広場」で
おかいものしました
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(有)アグリサポート白山は(有)アグリサポート白山は
　　 地域農業振興に向けて情報発信と営農支援に取り組んでいます

手作り無添加米糀五割味噌

職
員
対
象

　
不
祥
事
防
止
の

　
認
識
を
新
た
に

　
今
年
度
も
雪
下
に
ん
じ
ん
を
「
よ

ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
」
へ
出
荷
し
て

い
ま
す
。

　
雪
の
下
か
ら
掘
り
起
こ
す
作
業
は

大
変
で
す
が
、
雪
下
に
ん
じ
ん
は
普

通
の
に
ん
じ
ん
に
比
べ
糖
度
が
高
く

な
り
、
甘
み
や
う
ま
味
の
成
分
で
あ

る
ア
ス
パ
ラ
ギ
ン
酸
や
グ
リ
シ
ン
酸

な
ど
の
ア
ミ
ノ
酸
含
有
量
が
増
加
す

る
と
と
も
に
、
香
り
の
成
分
で
あ
る

カ
リ
フ
ィ
レ
ン
も
増
加
し
ま
す
。

　
出
荷
は
不
定
期
な
の
で
、
店
頭
で

見
つ
け
た
時
は
迷
わ
ず
お
求
め
く
だ

さ
い
。
期
間
限
定
の
美
味
し
さ
が
味

わ
え
ま
す
。

Ｊ
Ａ
白
山
ね
ぎ
部
会

　
設
立
総
会

雪
下
に
ん
じ
ん

　
〜
地
域
特
性
を
活
か
し
て

　
　
　
園
芸
作
物
に
取
り
組
む
〜

　
Ｊ
Ａ
白
山
ね
ぎ
部
会
は

１
月
16
日
に
白
山
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
で
設
立
総
会
を
開
催
し
、
部
会

員
数
13
名
で
発
足
し
ま
し
た
。

　
管
内
の
ね
ぎ
生
産
に
つ
い
て
は
平

成
22
年
か
ら
作
付
が
始
ま
り
、
選
果

場
の
整
備
等
を
行
い
、
順
調
に
販
売

金
額
が
伸
び
て
い
ま
す
。
部
会
員
同

士
の
情
報
交
換
や
技
術
向
上
に
よ
り

生
産
活
動
に
勢
い
を
つ
け
て
さ
ら
な

る
生
産
拡
大
を
図
り
、
平
成
30
年
度

は
作
付
面
積
５ 

ha
、
販
売
金
額
３
、４

７
０
万
円
を
目
指
し
ま
す
。

　
な
お
、
役
員
は
次
の
通
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

　
　
部
会
長
　
中
手
　
　
豊

　
　
副
部
会
長
　
村
岸
　
　
聡

　
　
会
　
　
計
　
大
西
　
愼
一

　
　
監
　
　
事
　
藤
田
　
政
義

Ｊ
Ａ
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
商
品

　
試
飲
会

　
金
沢
駅
に
あ
る
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
Ａ
ガ
イ
ヤ
」

で
１
月
５
日
、「
手
作
り
無
添
加
米
糀

五
割
味
噌
」と
「
抹
茶
入
り
玄
米
茶
」

の
試
飲
会
を
行
い
ま
し
た
。
毎
年
こ

の
時
期
に
行
っ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
の

一
つ
で
す
。

　
鮮
や
か
な
抹
茶
色
の
玄
米
茶
と
、

Ａ
ガ
イ
ヤ
で
発
売
以
来
人
気
の
あ
る

手
作
り
無
添
加
米
糀
五
割
味
噌
で

作
っ
た
お
味
噌
汁
。
扱
っ
て
い
る
店

舗
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
普
段
は

目
に
す
る
こ
と
の
少
な
い
商
品
で
す

が
、
試
飲
さ
れ
た
お
客
様
か
ら
は

大
変
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、

職
員
は
自
信
を
も
っ
て
販
売
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

営農だより 

所得
 増大

所得
 増大

所得
 増大

生産
 拡大

　青
壮
年
部

　
１
月
20
日
、
Ｊ
Ａ
石
川
教
育
セ
ン
タ
ー
で
、

平
成
29
年
度 

実
績
発
表
・
青
年
の
主
張
石
川

県
大
会
が
開
催
さ
れ
、
髙
本
林
支
部
長
が

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ
〜
挑
戦
者
た
ち
〜
コ
メ

に
賭
け
た
男
た
ち
」
と
題
し
て
、
実
績
発
表

を
行
い
ま
し
た
。

　
同
日
は
、
手
づ
く
り
看
板
コ
ン
ク
ー
ル
の

表
彰
式
も
行
わ
れ
、
優
秀
賞
の
舘
畑
支
部
、

優
良
賞
の
大
神
支
部
と
蔵
山
支

部
、
ア
ー
ト
部
門
最
優
秀
賞

の
蝶
屋
支
部
、
優
良
賞
の
林
支

部
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

平
成
28
年
度
Ｊ
Ａ
女
性
組
織

活
動
体
験
最
優
秀
賞
作
品
と
し

て
、
手
取
支
部
浦
久
美
子
部
長

が
活
動
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　
１
月
５
日
、
職
員
新
年
会
に
先
立

ち
、
役
職
員
１
０
９
名
が
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
冒
頭
竹
内
組
合
長
か
ら「
役
職
員

の
意
識
改
革
、
社
会
か
ら
信
頼
・
信

用
さ
れ
る
組
織
作
り
に
は
何
を
す
べ

き
な
の
か
」に
つ
い
て
訓
示
が
あ
り
、

知
田
監
査
課
長
か
ら
は
資
料
に
基
づ

い
て
「
職
員
と
し
て
の
行
動
規
範
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
重
要
性
」
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
役
職
員
一
同
で
認
識
を
新
た
に

不
祥
事
防
止
の
意
思
統
一
を
図
り

ま
し
た
。

　女
性
部
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地域
 活性

地域
 活性
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　１年中で最も寒さが厳しいとされる「大寒」を迎えた22日、
アグリサポート白山では味噌の仕込み作業が始まりました。
材料はすべて国産、地元産にこだわり、大豆は蒸すことによって、
その栄養成分を逃さず、大豆本来の甘味を引き出しています。
　白山麓に昔から伝わる製法で、究極の味を再現しました。
防腐剤は一切使用していないので、風味や色合いを保つために
も、必ず冷蔵庫で保存、開封後は早めにお召し上がりください。

この商品に関するお問い合わせは
よらんかいねぇ広場　076-272-3002

地元産大豆、こうじ、塩
すべて国産！

　
12
月
27
日
、
Ｊ
Ａ
白
山
女
性
部
は
、
地
域

貢
献「
愛
の
助
け
合
い
運
動
」の
一
環
と
し
て

白
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
を
訪
問
し
、「
白
山

コ
シ
ヒ
カ
リ
」
80
キ
ロ
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
清
水
外
志
恵
女
性
部
長
か
ら
は
「
白
山
の

恵
み
で
で
き
た
美
味
し
い
お
米
で
す
。
ど
う

ぞ
お
役
だ
て
く
だ
さ
い
。」
と
挨
拶
が
あ
り
、

小
西
会
長
か
ら
は「
有
効
に
活
用
さ
せ
て
頂
き

ま
す
」と
お
礼
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
１
月
23
日
、小
柳
町

公
民
館
で
新
春
の
集
い

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
恒
例
の
ぴ
ん
ぴ
ん
体
操
の
後
は
、美
味

し
い
昼
食
。早
朝
よ
り
仕
込
み
の
準
備

を
行
っ
た
６
名
の
方
々
に
よ
る
、季
節
の

料
理
が
ふ
る
ま
わ
れ
ま
し
た
。午
後
か
ら

は
地
元
有
志
の
バ
ン
ド「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

メ
イ
ト
」に
よ
る
生
演
奏
と
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
も
あ
り
、参
加
し
た
方
は
楽
し
い
時
間

を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

小
柳
町

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

会話もはずみますね

食事はすべて手作りです

　
１
月
10
日
、
白
峰
支
店
職
員
は
「
白

峰
特
産
品
販
売
施
設
菜
さ
い
」
の
屋
根

雪
お
ろ
し
を
行
い
ま
し
た
。

　
日
本
有
数
の
豪
雪
地
帯
に
位
置
す
る

白
峰
支
店
で
は
、
積
雪
の
あ
る
期
間
に

数
回
屋
根
雪
お
ろ
し
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
行
っ
て
い
ま
す
。
代
々
の
支
店
長
が

必
ず
行
っ
て
い
る
当
Ｊ
Ａ
な
ら
で
は
の

地
域
貢
献
活
動
で
す
。

白
峰
支
店

屋
根
雪
お
ろ
し

　
　支
店

　
　協
同
活
動

い
ち

い
ち

一

一

地域
 活性
地域
 活性

白峰地区の中心に位置する「菜さい」

-安全・
安心-

心をこめ
て

作ってい
ます。

-安全・
安心-

心をこめ
て

作ってい
ます。
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(有)アグリサポート白山は(有)アグリサポート白山は
　　 地域農業振興に向けて情報発信と営農支援に取り組んでいます

手作り無添加米糀五割味噌

職
員
対
象

　
不
祥
事
防
止
の

　
認
識
を
新
た
に

　
今
年
度
も
雪
下
に
ん
じ
ん
を
「
よ

ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
」
へ
出
荷
し
て

い
ま
す
。

　
雪
の
下
か
ら
掘
り
起
こ
す
作
業
は

大
変
で
す
が
、
雪
下
に
ん
じ
ん
は
普

通
の
に
ん
じ
ん
に
比
べ
糖
度
が
高
く

な
り
、
甘
み
や
う
ま
味
の
成
分
で
あ

る
ア
ス
パ
ラ
ギ
ン
酸
や
グ
リ
シ
ン
酸

な
ど
の
ア
ミ
ノ
酸
含
有
量
が
増
加
す

る
と
と
も
に
、
香
り
の
成
分
で
あ
る

カ
リ
フ
ィ
レ
ン
も
増
加
し
ま
す
。

　
出
荷
は
不
定
期
な
の
で
、
店
頭
で

見
つ
け
た
時
は
迷
わ
ず
お
求
め
く
だ

さ
い
。
期
間
限
定
の
美
味
し
さ
が
味

わ
え
ま
す
。

Ｊ
Ａ
白
山
ね
ぎ
部
会

　
設
立
総
会

雪
下
に
ん
じ
ん

　
〜
地
域
特
性
を
活
か
し
て

　
　
　
園
芸
作
物
に
取
り
組
む
〜

　
Ｊ
Ａ
白
山
ね
ぎ
部
会
は

１
月
16
日
に
白
山
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
で
設
立
総
会
を
開
催
し
、
部
会

員
数
13
名
で
発
足
し
ま
し
た
。

　
管
内
の
ね
ぎ
生
産
に
つ
い
て
は
平

成
22
年
か
ら
作
付
が
始
ま
り
、
選
果

場
の
整
備
等
を
行
い
、
順
調
に
販
売

金
額
が
伸
び
て
い
ま
す
。
部
会
員
同

士
の
情
報
交
換
や
技
術
向
上
に
よ
り

生
産
活
動
に
勢
い
を
つ
け
て
さ
ら
な

る
生
産
拡
大
を
図
り
、
平
成
30
年
度

は
作
付
面
積
５ 

ha
、
販
売
金
額
３
、４

７
０
万
円
を
目
指
し
ま
す
。

　
な
お
、
役
員
は
次
の
通
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

　
　
部
会
長
　
中
手
　
　
豊

　
　
副
部
会
長
　
村
岸
　
　
聡

　
　
会
　
　
計
　
大
西
　
愼
一

　
　
監
　
　
事
　
藤
田
　
政
義

Ｊ
Ａ
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
商
品

　
試
飲
会

　
金
沢
駅
に
あ
る
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
Ａ
ガ
イ
ヤ
」

で
１
月
５
日
、「
手
作
り
無
添
加
米
糀

五
割
味
噌
」と
「
抹
茶
入
り
玄
米
茶
」

の
試
飲
会
を
行
い
ま
し
た
。
毎
年
こ

の
時
期
に
行
っ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
の

一
つ
で
す
。

　
鮮
や
か
な
抹
茶
色
の
玄
米
茶
と
、

Ａ
ガ
イ
ヤ
で
発
売
以
来
人
気
の
あ
る

手
作
り
無
添
加
米
糀
五
割
味
噌
で

作
っ
た
お
味
噌
汁
。
扱
っ
て
い
る
店

舗
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
普
段
は

目
に
す
る
こ
と
の
少
な
い
商
品
で
す

が
、
試
飲
さ
れ
た
お
客
様
か
ら
は

大
変
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、

職
員
は
自
信
を
も
っ
て
販
売
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

営農だより 

所得
 増大

所得
 増大

所得
 増大

生産
 拡大

　青
壮
年
部

　
１
月
20
日
、
Ｊ
Ａ
石
川
教
育
セ
ン
タ
ー
で
、

平
成
29
年
度 
実
績
発
表
・
青
年
の
主
張
石
川

県
大
会
が
開
催
さ
れ
、
髙
本
林
支
部
長
が

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ
〜
挑
戦
者
た
ち
〜
コ
メ

に
賭
け
た
男
た
ち
」
と
題
し
て
、
実
績
発
表

を
行
い
ま
し
た
。

　
同
日
は
、
手
づ
く
り
看
板
コ
ン
ク
ー
ル
の

表
彰
式
も
行
わ
れ
、
優
秀
賞
の
舘
畑
支
部
、

優
良
賞
の
大
神
支
部
と
蔵
山
支

部
、
ア
ー
ト
部
門
最
優
秀
賞

の
蝶
屋
支
部
、
優
良
賞
の
林
支

部
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

平
成
28
年
度
Ｊ
Ａ
女
性
組
織

活
動
体
験
最
優
秀
賞
作
品
と
し

て
、
手
取
支
部
浦
久
美
子
部
長

が
活
動
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　
１
月
５
日
、
職
員
新
年
会
に
先
立

ち
、
役
職
員
１
０
９
名
が
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
冒
頭
竹
内
組
合
長
か
ら「
役
職
員

の
意
識
改
革
、
社
会
か
ら
信
頼
・
信

用
さ
れ
る
組
織
作
り
に
は
何
を
す
べ

き
な
の
か
」に
つ
い
て
訓
示
が
あ
り
、

知
田
監
査
課
長
か
ら
は
資
料
に
基
づ

い
て
「
職
員
と
し
て
の
行
動
規
範
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
重
要
性
」
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
役
職
員
一
同
で
認
識
を
新
た
に

不
祥
事
防
止
の
意
思
統
一
を
図
り

ま
し
た
。
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ます。
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白山農業協同組合 本店 総務部 採用担当係 嶋田・中川
〒920－2154  白山市井口町に６２番地１  TEL（０７６）２７２－３３３３この件に関するお問い合わせ先

■ 就  業  場  所
■ 採用予定人数
■ 雇  用  期  間
■ 職　　　　種

■ 給　　　　与
■ 就  業  時  間

よらんかいねぇ広場　白山市井口町に58番地1
若干名　　　　　　　　　■ 雇  用  形  態　パート職員
雇用期間の定めあり（採用日～平成30年3月31日）　契約更新あり（原則更新）
店舗スタッフ（ファーマーズマーケット）
店舗の運営、レジ、商品のカット包装・運搬・陳列、弁当惣菜の調理加工など　※仕事の内容は希望、経験、能力を考慮して決定します

時給810円～850円　　　■ 休　  日　  等　週休2日制
8時～19時までの間で4時間以上　勤務シフトにより決定します

スタッフ募集

■就業場所　JA白山営農経済センター
　　　　　　白山市井口町は７番地１
■採用予定人数　若干名
■雇用形態　臨時職員（正職員への登用実績有）

■雇用期間　採用日～平成30年3月31日（１年ごとに更新あり） 
　　　　　　※採用日については応相談

■職　　種　農業関連業務（農作業、農業事務、農業施設運営、出荷、配送）

■給　　与　平均月給20万円～25万円
 　農業に関する経験・能力を考慮
■休　　日　週休2日（勤務カレンダーによる）
 　年末年始（12月31日～1月3日）

■就業時間　原則、8時30分～17時15分
　　　　　　（休憩60分、実働7時間45分）

■そ の 他　年次有給休暇（正職員に準ずる）

■待　　遇　各種社会保険加入、賞与年２回、交通費支給
　　　　　　（当組合規程による）、その他福利厚生あり
■応募資格　高校卒業以上、農業・農作業経験者優遇、
　　　　　　普通自動車免許（AT限定は不可）、年齢は40歳迄
■応募方法　本店臨時採用担当係まで下記応募書類を
　　　　　　持参または郵送にて提出してください。
■応募書類　履歴書（写真貼付）、職務経歴書
■選考方法　書類選考、面接

JA職員の臨時募集求む!農業経験者
第２次農業振興計画における農業生産の拡大と今後の若年層育成のため、次の項目について人材を募集しています。

共済こぼれ話

入ってて良かった…

　Aさんが駐車枠から後方にバックして出てくる相手
B車に気づき停車していたものの、相手Bさんは気づ
かず、Aさんがクラクションを鳴らしても停止せずに
衝突してしまったという物損事故がありました。
　Aさんは自分には責任がないと主張しましたが、相
手方はそれを認めず平行線でした。Aさんが責任を
0％と主張される場合、一般的な自動車保険では担当
者が、相手方の損保会社との交渉の窓口に立つことは
できません。
　そこで弁護士費用保障特約の出番です。交渉窓口が
弁護士になったことで、法律相談はもちろん、弁護士
による相手方との交渉ができます。Ａさんが訴訟準備
をしたところ、相手方は訴訟前に過失100％を認め示
談となりました。
　これは弁護士費用特約にて訴訟まではいかないまで
も相手方との示談の手助けとなるという一例です。　

（共済担当Nさん）

この資料は概要を説明したものです。ご検討にあたっては「重要事項説明書」（契約概要）を必ずご覧ください。また、ご契約の際には、「重要事項説明書（注意
喚起情報）」および「ご契約のしおり・約款」を必ずご覧ください。お支払いには所定の要件があります。 17191510213

弁護士費用保障特約弁護士費用保障特約
「もらい事故」等の自動車事故で、相手方との交渉を
弁護士に委任する際に必要となる弁護士費用等を
保障します。

本店共済部または、最寄りの支店窓口へ
お気軽にご相談ください。

採用に関するお問い合わせ先

新新規規職職員員採採用用

●学　　歴
　大学・短大・専門学校卒　
●学 部 等
　全学部全学科
●応募資格

①平成8年4月2日～平成11年4月1日
までに生まれた方（短期大学、専門学校
卒業・卒業見込者）

②平成6年4月2日～平成9年4月1日
までに生まれた方（大学卒業・卒業見込者）

●説明会（前期）
　第1回　平成30年3月16日（金）午後2時～
　第2回　平成30年3月20日（火）午後2時～
　会 場　JA白山本店
●願書受付期間（前期）
　平成30年3月19日（月）～3月28日（水）必着
●願書受付場所
　本店総務部総務課
●選考日時

1次選考会（一般常識・作文・適性検査）
　平成30年4月6日（金） 午後2時
2次選考会（役員面接）
　平成30年4月20日（金） 午後2時

■募集要項

●応募書類
履歴書（学校指定用紙、自筆、3ヶ月以内に
撮影した写真添付）
卒業見込証明書・学業成績証明書（後日
送付可）
健康診断書（学校指定医又は公立病院の
診断書）

●選考場所
　JA白山本店
●方　針

①JA白山は、協同と相互扶助を基本とし、
組合員及び地域社会への貢献活動を
推進し、明るく誠実で、目標に向かって
積極的に取り組むことの出来る人材を
採用する。

②JAの即戦力として業務上で早期の活躍
を期待出来る者、又は公的資格等を所持
する専門実務者を職員として採用する。

（含既卒者）

平成31年度採用についてわからない点や疑問に思うこと
がありましたら遠慮なくお問い合わせください。（受付時間：平日午前9：00 ～午後5：00）

〒920-2154  石川県白山市井口町に62番地1
白山農業協同組合本店総務部総務課 平成31年度新規職員採用 担当  藤本
TEL：(076)272－3333(代)　Mail：soumu@hakusan.is-ja.jp
ＨＰ：https://www.ja-hakusan.jp/

就職支援サイト「マイナビ」およびJA白山
ホームページ、本支店窓口において募集
案内を行っていますが、最新情報は当JA
ホームページで掲載していますので確認し
てください。また、応募受付済みの方には
随時連絡を行いますので、早めにエント
リーを済ませることをおすすめします。

■採用人数　10名程度
■職　　種　総合職：営農、経済、総務、信用、共済の営業と事務全般
　　　　　　技術系専門職：自動車・農業機械の整備及び農産物直売所

について
平成31年度
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白山農業協同組合 本店 総務部 採用担当係 嶋田・中川
〒920－2154  白山市井口町に６２番地１  TEL（０７６）２７２－３３３３この件に関するお問い合わせ先

■ 就  業  場  所
■ 採用予定人数
■ 雇  用  期  間
■ 職　　　　種

■ 給　　　　与
■ 就  業  時  間

よらんかいねぇ広場　白山市井口町に58番地1
若干名　　　　　　　　　■ 雇  用  形  態　パート職員
雇用期間の定めあり（採用日～平成30年3月31日）　契約更新あり（原則更新）
店舗スタッフ（ファーマーズマーケット）
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喚起情報）」および「ご契約のしおり・約款」を必ずご覧ください。お支払いには所定の要件があります。 17191510213
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案内を行っていますが、最新情報は当JA
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てください。また、応募受付済みの方には
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リーを済ませることをおすすめします。
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が最盛期を迎えた。寒の時期に毎年地元の小学生、園児の見学を受け入れて
おり、組合員の協力の元編み上げ体験を通じて地域の伝統を次世代へつなぐ
役目を担っている。

表紙の写真

特 集
（平成29年12月末実績参考）

組合員数  6,938名（団体含）

貯金残高 70,936百万円
貸出金残高 16,657百万円
長期共済保有高 2,143.8億円
購買品供給高 1,651,397千円
販売品取扱高 1,046,634千円
職員数（パート除く） 140名

私たちの 無料税務相談会
■ 開催日時

当JA顧問税理士
福田　正寛

■ 開催場所

お問い合わせ・お申込先（担当／総務課 小坂）

お申込み順に受け付けております。

FAX 273-0690T E L 272-3333
e-mail  soumu@hakusan.is-ja.jp

平成 30 年 2 月 23 日（金）
平成 30 年 3 月 8 日（木）
午前9時～12時（基本30分単位）

JA 白山  本店

要予約

かき餅編みに挑戦
（蝶屋小学校5年生）

平成30年度営農事業方針

2 February 第
116号February

2
第116号

2018
●あなたの老後生活への備えは十分ですか？
●年金は家族一人ひとりについて準備することが大切です。
●老後の備えは国民年金プラス農業者年金が基本です。

●積立方式・確定拠出型の年金です。制度発足以降15年間の運用利回りは、年率で＋2.77％です。
　運用益は非課税で年金原資として積上がります。
●保険料の全額社会保険料控除の税制優遇措置もあります！

農業者年金の保険料は2万円から6万7千円まで（千円単位で）加入者が自由に選択できます。また、保険料の額はいつでも見直し
できます。
●終身年金です。80歳までにお亡くなりになった場合、死亡一時金があります。

●納められた保険料につきましては、途中で脱退されても脱退一時金はありません。将来、年金として支給されます。
●脱退された方も、加入要件を満たせばいつでも再加入できます。

農業者老齢年金は、原則65歳から生涯受け取ることができます。（60歳からの繰上げ受給も可能です。）
仮に80歳前に亡くなられた場合でも、80歳までに受け取れるはずであった農業者老齢年金の額の現在価値に相当する額を、ご遺族

（死亡者の死亡当時に同一生計であった、配偶者、子、父母、孫、祖父母又は兄弟姉妹の順位）に死亡一時金として支給されます。

農業者年金 へは…

の方ならどなたでも加入できます。

国民年金第1号
被保険者 年間60日以上

農業従事 60歳未満
国民年金保険料

納付免除者を除く

保険料控除分の節税額（所得税・住民税）
支払った保険料は全額社会保険料控除の対象となります

 

課税対象所得

195万円以下

195万円超
330万円以下
330万円超
695万円以下

税率

15.1%

20.2%

30.4%

7万2千円

9万7千円

14万7千円

12万1千円

16万2千円

24万5千円

保険料月額4万円
（年額48万円）の場合

保険料月額6万7千円
（年額80万4千円）の場合

※保険料支払分で控除される所得税＋個人住民税の額の試算です。保険料支払後も保険料
　支払前と適用される税率に変更がないものとして試算しています。

税制面で大きな優遇措置があります税制面で大きな優遇措置があります

農業者年金で生涯所得の確保を！農業者年金で生涯所得の確保を！
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